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1. 研究目的 

 斜方晶 Sr2VO4は隣接するVイオンがダイマー

を組む構造をとり，低温でスピンシングレットを形

成する [1,2]。V サイトを Nb で数%置換すること

により，磁化率，電気抵抗率に大きな変化が見

られることが知られており，これは空間的に広が

る 4d 軌道が隣接ダイマーの 3d 軌道と混成する

ためであると考えられている。本研究では， Nb

置換，および比較として Ti 置換が，熱物性に与

える影響を調べることを目的とした。 

 

2. 実験方法 

 Floating Zone法によりAr+H27%雰囲気下にお

いて，Sr2TxV1-xO4(T=Nb,Ti, x=0.03,0.05)の試料

を作製した。その後，粉末 X 線回折によって試

料を同定した後，背面ラウエ法によって結晶軸

を特定した。熱伝導率測定，比熱測定，EPMA

測定，偏光顕微鏡での観察を行った。 

 

3. 実験結果と考察 

 図 1にb軸方向の熱伝導率の温度依存性を示

す。母物質では，50K 付近にピークを持つ典型

的なフォノン熱伝導の振る舞いが見られる。また

熱伝導率のピーク値は b 軸方向の方が，a 軸方

向よりも 20%ほど大きい。Ti 置換の試料では，ピ

ーク値の大きさが，母物質にくらべて 30%ほど減

少している。一方，Nb 置換の試料ではピークが

消失し，温度に依らず 1W/mK 以下の小さな値

をとる。Ti 試料の熱伝導率の減少は，不純物置

換による緩和時間の減少が原因と考えられる。

Nb 置換試料では同じ置換量でより大きく値が減

少したのは，空間的に広がる Nb の 4d 軌道がま

わりのVの 3d軌道と混成し，その結果フォノンを

強く散乱しているためであると考えられる。 

 図 2に比熱の温度依存性を示す。100Kまでの

値は最大 20%ほど減少している。しかし，この減

少率では Nb 置換の熱伝導率の値の大幅な減

少は説明できないため，Nb の 4d 軌道が劇的な

物性変化の原因になっていると考えられる。 

 

 
図 1．Sr2V1-xTxO4の熱伝導率の温度依存性 

 

 
図 2. Sr2V1-xNbxO4の比熱 
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